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消防組時代（明治１８年～昭和１４年）

明治 18 年 市来知に私設広川消防組を組織した。これが三笠市の消防のはじまりである。

明治 21 年 6 月 広川政太郎氏が発起人となり私設市来知消防組を結成した。（組員25名）

明治 24 年 6 月 幌内市街大火50戸焼失

明治 26 年 11 月 市来知消防組公立となる。

明治 26 年 11 月 私設幌内消防組を組織した。

明治 37 年 幾春別礦に私設幾春別消防組を結成する。

明治 38 年 8 月 幾春別礦社宅60戸焼失

明治 38 年 9 月 幾春別市街50余戸焼失

明治 39 年 11 月 公立幾春別消防組が創立（炭礦と市街を一丸とし組員40名）木製腕用ポンプ１

台装備

明治 41 年 8 月 幌内市街大火300余戸焼失

明治 42 年 1 月 奔別炭山に日本興業消防組を創立した。

明治 42 年 5 月 幌内消防組公立となる。（組員45名）ドイツ型腕用ポンプを購入した。

明治 43 年 幌内礦に幌内礦私設消防隊の名称で消防組が設けられた。

明治 44 年 8 月 幾春別川が氾濫し浸水家屋300余戸、橋りょう多数流出。

大正 4 年 1 月 市来知消防組腕用ポンプ１台購入

大正 4 年 5 月 市来知に消防番屋を建てた。

大正 6 年 幾春別消防組腕用ポンプ購入

大正 8 年 幾春別消防組ドイツ式腕用ポンプ購入

大正 11 年 6 月 幌内消防組今井ポンプ購入

大正 13 年 市来知消防組腕用ポンプ１台購入

大正 14 年 7 月 幌内市街火災94戸焼失

大正 14 年 10 月 幾春別市街と幾春別炭礦が分割のため幾春別消防組解散

幾春別礦に私設消防組が結成され、市街にあっては住民のみにて幾春別消防組

が結成された。

大正 15 年 3 月 岡山に市来知消防組から腕用ポンプ１台譲受配置、岡山青年会館に装備する。

昭和 2 年 4 月 私設岡山消防組を組織した。（組員52名）

（岩見沢営林署より原木の払下げを得て機械器具置場６坪新築、場所は岡山十

字路）

昭和 2 年 9 月 幾春別大火120余戸焼失

昭和 3 年 4 月 私設萱野消防組を結成した。（組員40名）

昭和 3 年 唐松礦に私設消防組が発足した。

昭和 3 年 幾春別消防組手引ガソリンポンプ購入

昭和 4 年 8 月 幌内町１丁目に消防番屋を建てた。

昭和 5 年 5 月 幌内消防組小池ロータリー式ポンプ自動車購入

昭和 5 年 5 月 幌内市街大火130余戸焼失１名焼死

昭和 6 年 5 月 岡山消防組は部落民の寄附によりフランス式二重桿最新型ポンプを購入

昭和 6 年 私設唐松消防組組員30名をもって組織。腕用ポンプ１台購入し番屋１棟新築。

昭和 8 年 4 月 弥生礦消防組が創立した。（組員30名、腕用ポンプ１台）

昭和 9 年 6 月 新幌内礦消防組が創立した。（組員40名、腕用ポンプ１台）

昭和 9 年 8 月 市来知消防組ポンプ自動車購入（フォード）

昭和 9 年 8 月 幾春別消防組ポンプ自動車購入（シボレー）
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昭和 11 年 11 月 弥生礦消防組手挽ガソリンポンプ購入（フォードＶ８エンジン）

昭和 12 年 4 月 私設奔幌内消防組を設立した。

昭和 12 年 4 月 幾春別消防組第二部を弥生市街地に置く。

昭和 13 年 3 月 岡山消防組は３号型腕用ポンプを弥生消防組に譲渡した。

昭和 13 年 5 月 弥生市街大火240戸焼失

昭和 13 年 5 月 幌内消防組ポンプ自動車配置（ダッチノーザン）

昭和 13 年 9 月 幾春別消防組で積載用ポンプ自動車購入（シボレー）常備員を置く。

昭和 13 年 9 月 幌内消防組は消防車ポンプフォード31年式を弥生消防組に譲渡した。

昭和 13 年 12 月 弥生消防組に常備員を置く。

警防団時代（昭和１４年～昭和２３年）

昭和 14 年 1 月 勅令第20号をもって警防団令が公布。

昭和 14 年 3 月 岡山消防組解散

昭和 14 年 4 月 三笠山炭礦警防団（各炭礦を統合）と三笠山警防団（公設及び岡山、萱野消防

組区域を統括）を設立

昭和 14 年 4 月 市来知消防組、岡山消防組を併合し第１分団と改称する。

昭和 14 年 9 月 第４分団（奔幌内）にポンプ自動車配置（日産）

昭和 14 年 9 月 炭礦警防団第４分団に手挽ガソリンポンプを装備

昭和 17 年 8 月 岡山地域を第１分団から分離し、第７分団とした。

昭和 17 年 町制施行で三笠山警防団、三笠山炭礦警防団を北炭警防団、弥生炭礦警防団住

友奔別消防団に改める。

昭和 18 年 9 月 幾春別川大氾濫により団員出動

昭和 18 年 12 月 第３分団（幌内）に常備員を置く。

昭和 20 年 萱野分団で萱野駅前に分団本部を新築した。

昭和 20 年 4 月 第４分団（唐松）に常備員を配置する。

昭和 20 年 4 月 第３分団（幌内）に常備警防員を置く。

昭和 20 年 5 月 弥生礦警防団は住友奔別警防団に統合した。

昭和 21 年 4 月 唐松市街大火104戸焼失

昭和 22 年 2 月 第４分団（唐松）はガソリンポンプを第２分団（新幌内礦）に譲渡した。

昭和 22 年 5 月 消防団令公布により警防団を廃止

昭和 22 年 5 月 幾春別市街大火により奔別礦施設の大半及び住宅、幾春別礦社宅、小学校、消

防会館等488棟焼失、罹災戸数977戸、罹災者5,081名、焼死者２名、負傷者73

名に及ぶ。

昭和 22 年 6 月 第１分団（幌内礦）ポンプ自動車購入、常備員を置く。

昭和 22 年 8 月 幾春別に消防会館新築

昭和 22 年 8 月 三笠町消防団結団式を幾春別座において行う。

　三笠町消防団、三笠町北炭消防団、三笠町井華消防団（昭和27年に住友消防

団と改称）の３団14分団847名で編成

昭和 22 年 9 月 第１分団（幌内礦）消防会館を建てた。

自治体消防時代（昭和２３年～現在）

昭和 23 年 1 月 萱野分団に手押しポンプ１台配置

昭和 23 年 3 月 消防組織法の施行により自治体消防となる。

昭和 23 年 4 月 三笠分団に常備員を置く。

昭和 23 年 6 月 岡山分団に腕用ポンプ及び補導車購入

昭和 23 年 11 月 井華消防団奔別分団ポンプ自動車購入、常備員を置く。
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昭和 24 年 10 月 弥生分団ポンプ自動車購入（トヨタ）

昭和 24 年 10 月 弥生分団のポンプ自動車（フォード）を幾春別分団に譲渡した。

昭和 25 年 5 月 唐松分団ポンプ自動車購入（トヨタ）

昭和 25 年 9 月 井華消防団弥生分団、ガソリンポンプをトラックに積載し消防車として装備、

昭和 25 年 9 月 幾春別分団のポンプ自動車（シボレー）を北炭第３分団（幾春別礦）に譲渡し

た。

昭和 25 年 10 月 三笠分団消防自動車２台となり常備員２名を配置する。

昭和 26 年 3 月 幾春別分団に水槽付ポンプ自動車配置（トヨタ）

昭和 26 年 9 月 奔別分団に可搬動力ポンプ（ルビン）装備

昭和 26 年 12 月 唐松分団の消防自動車（日産）を三笠分団に譲渡した。

昭和 27 年 3 月 岡山小学校原因不明の出火により焼失

昭和 27 年 10 月 北炭消防団第２分団（新幌内礦）で消防自動車を購入（日産）

昭和 27 年 10 月 北炭幌内礦業所職員をもって北炭鉱業所分団創設

昭和 27 年 12 月 住友弥生分団でポンプ自動車購入（トヨタ）し、常備員を置く。

昭和 27 年 12 月 北炭第１分団（幌内礦）でポンプ自動車購入（日産）

昭和 28 年 3 月 北炭第２分団（新幌内礦）に可搬動力ポンプを装備する。

昭和 28 年 3 月 北炭第１分団（幌内礦）に可搬動力ポンプを装備する。

昭和 28 年 3 月 北炭第３分団（幾春別礦）に可搬動力ポンプを装備する。

昭和 28 年 6 月 奔別分団ポンプ自動車購入（トヨタ）

昭和 29 年 5 月 岡山、萱野分団に可搬動力ポンプ各１台配置

昭和 31 年 7 月 岡山、萱野分団にポンプ積載自動三輪車各１台配置

昭和 32 年 6 月 幾春別礦廃礦により北炭消防団第３分団は第２分団（新幌内礦）に統合する。

３団11分団となる。

昭和 33 年 5 月 三笠分団に水槽付消防ポンプ自動車配置（日産）

昭和 34 年 9 月 豪雨により流出家屋45戸、浸水家屋650戸　死者１名

昭和 35 年 7 月 三笠中央中学校放火により第一線校舎を残し焼失

昭和 35 年 9 月 幌内、弥生分団に可搬動力ポンプ各１台配置

昭和 36 年 4 月 消防整備３カ年計画樹立

消防本部設置（幸町６番地）

初代消防長に浜口勝一氏、（総務部長兼務）署長に藤本義雄氏就任

消防署設置　第１出張所（幾春別町４丁目）

　　　　　　第１派出所（弥生町２丁目）

　　　　　　第２派出所（唐松町２丁目）

職員25名を配置（職員定数54名）

昭和 37 年 6 月 職員15名増員し40名となる。

昭和 37 年 8 月 唐松春光町に第３出張所設置

昭和 37 年 8 月 幌内町１丁目に第４出張所設置

昭和 37 年 8 月 市消防団、北炭消防団、住友消防団を統合し、三笠市消防団を設立する。

（消防団３団11分団を１団８分団に統合、団員370名を200名に改組。団長に

菊田新一氏就任）

昭和 37 年 8 月 台風による豪雨災害発生。総雨量196ｍｍ　死者２名

昭和 37 年 8 月 消防本部、署庁舎新築（幸町２番地、市役所庁舎に併設）落成

昭和 37 年 11 月 幌内町２丁目に第４出張所庁舎新築

昭和 37 年 11 月 消防専用無線電話装置新設

昭和 38 年 5 月 幌内小学校火災　延3,987.5㎡焼失

昭和 38 年 6 月 職員14名増員54名となる。

昭和 38 年 6 月 消防本部に可搬動力ポンプ購入

昭和 38 年 7 月 奔別鳥居沢町に第２出張所を設置
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昭和 38 年 8 月 消防本部に指令車購入

昭和 38 年 8 月 第７分団（岡山）詰所新築する。

昭和 38 年 11 月 署長　藤本義雄氏市長部局に出向

昭和 39 年 2 月 一斉指令電話装置新設

昭和 39 年 4 月 職員６名増員60名となる。（職員定数60名）

昭和 39 年 5 月 消防ポンプ自動車５台更新（日産パトロールジープ型）

昭和 39 年 10 月 団員定数200名を180名に改める。

昭和 40 年 1 月 消防団が財団法人北海道消防協会長表彰を受賞

昭和 40 年 4 月 消防署の組織４出張所を２出張所に改正する。

　第２出張所（奔別鳥居沢町）を第１出張所分室、第３出張所（唐松春光町）

を第２出張所、第４出張所（幌内）を署分室に改める。

昭和 40 年 4 月 職員定数60名を66名に改める。

昭和 40 年 4 月 消防団組織８分団を７分団に改正し団員定数180名を150名に改める。

昭和 40 年 4 月 第７分団（岡山）に器具積載用小型四輪車１台配置（日産ジュニア型）

昭和 40 年 5 月 救急自動車１台（日産セドリック）及び救急隊員を配置し救急業務を開始

昭和 40 年 8 月 消防長　浜口勝一氏助役に選任され消防長事務取扱となる。

昭和 40 年 12 月 年間火災損害額最少記録達成

昭和 40 年 12 月 谷川礼治氏消防本部次長兼消防署長に就任

昭和 41 年 8 月 第２出張所強化、各派出所を廃止

昭和 41 年 8 月 集中豪雨水害により消防職、団員130名出動

昭和 41 年 10 月 幾春別町２丁目、アパート１棟半焼、罹災６世帯

昭和 42 年 9 月 唐松町１丁目、作業場４棟全焼１棟半焼、罹災５世帯

昭和 42 年 11 月 消防署第１出張所庁舎（待機住宅付）を幾春別錦町１丁目に新築

昭和 42 年 12 月 水槽付消防ポンプ自動車1台更新（日産ＦＳ681型）

昭和 42 年 12 月 年間火災発生件数最少記録達成（19件）

昭和 43 年 2 月 消防団長　菊田新一氏退任

昭和 43 年 2 月 梯子付作業車配置（日産ジュニア41Ｈ20）

昭和 43 年 2 月 沼田孝市氏消防団長に就任

昭和 43 年 3 月 幾春別町２丁目、店舗併用住宅５棟全焼、４棟部分焼、罹災16世帯

昭和 43 年 7 月 消防団長　沼田孝市氏退任

昭和 43 年 8 月 坂野由松氏消防団長に就任

昭和 43 年 8 月 水槽付ポンプ自動車１台配置（日産ＦＳ681）

昭和 43 年 9 月 消防長事務取扱市助役　浜口勝一氏死去

昭和 43 年 11 月 消防ポンプ自動車１台、日本損害保険協会より寄贈を受ける。

昭和 43 年 12 月 100日間無火災記録達成

昭和 44 年 4 月 奔別本沢町社宅４棟全焼、１棟半焼、罹災６世帯

昭和 44 年 5 月 消防長事務取扱市助役　林幸男氏就任

昭和 44 年 5 月 救急自動車更新（日産セドリックＢ級）

昭和 44 年 7 月 耐熱服配置（防衛庁型４着）

昭和 44 年 8 月 消防ポンプ自動車１台更新（日産ＦＲ40型）

昭和 44 年 11 月 108日間無火災記録達成

昭和 44 年 12 月 幾春別町２丁目、店舗併用住宅全焼、倉庫半焼、罹災１世帯

昭和 44 年 12 月 年間火災発生件数最少記録達成（16件）

昭和 45 年 4 月 藤本義雄氏消防長兼署長に就任

昭和 45 年 8 月 唐松緑町永和製作所第２工場半焼　574㎡焼失

昭和 45 年 8 月 消防ポンプ自動車１台更新（日産Ｆ４Ｗ73）

昭和 45 年 11 月 消防団が北海道知事表彰（竿頭綬）を受賞

昭和 45 年 12 月 弥生花園町、住友弥生礦クラブ１棟全焼　延626㎡焼失
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昭和 46 年 1 月 消防指令車１台更新（日産セドリックバン）

昭和 46 年 4 月 幾春別町３丁目、住宅兼車庫半焼　１名焼死

昭和 46 年 6 月 桂沢観光ホテル火災　延1,414㎡焼失

昭和 46 年 10 月 奔別炭礦立坑ガス爆発、死者５名、負傷者２名

昭和 47 年 3 月 消防ポンプ車購入（日産ＦＨ60）

昭和 47 年 5 月 第１出張所分室（奔別鳥居沢町）を廃止

昭和 47 年 5 月 消防団第４詰所（唐松町２丁目）を廃止

昭和 47 年 6 月 消防団第３詰所（弥生町２丁目）を廃止

昭和 47 年 10 月 消防団第３分団（弥生）詰所を新築する。

昭和 47 年 10 月 消防署に総務係、予防係、警防係の３係を置く。

昭和 47 年 11 月 消防団第２分団（奔別）廃団となる。

昭和 47 年 11 月 消防団第２分団が廃団とともに、消防団の組織７分団を６分団に改正する。

昭和 47 年 11 月 超短波無線電話機一式更新（基地局１基、移動局13基、携帯局４基、携帯傍受

機12基）

昭和 47 年 12 月 唐松地区市民会館を第３分団詰所に移管

昭和 48 年 3 月 清住町社宅１棟全焼、罹災２世帯、焼死１名、負傷者１名

昭和 48 年 5 月 防火の日設定（毎月10日）

昭和 48 年 11 月 162日間無火災記録達成

昭和 49 年 9 月 消防本部・署庁舎新築（若松町９番地）落成

昭和 49 年 9 月 弥生町２丁目共同住宅２棟全焼、１棟半焼、２棟部分焼　延634㎡焼失、

罹災４世帯

昭和 50 年 3 月 宮本町479番地公営住宅１棟２戸火災　１名焼死

昭和 50 年 4 月 唐松千代田町１丁目炭礦住宅３棟火災　449㎡焼失

昭和 50 年 8 月 台風により家屋の全壊３戸、半壊３戸、床上浸水204戸、床下浸水346棟

災害対策本部設置

昭和 50 年 8 月 萱野349番地牛舎火災　718㎡焼失

昭和 50 年 9 月 化学消防ポンプ自動車１台購入（日野ＷＢ310型）

昭和 50 年 9 月 広報車１台（トヨタＲＵ10Ｖ）、空知信用金庫より寄贈を受ける。

昭和 50 年 9 月 小型動力ポンプ２台購入（芝浦ＴＦ35ＳＭ型）第６分団と第１出張所に配置

昭和 50 年 11 月 幌内炭礦ガス爆発、死者24名、負傷者７名

昭和 51 年 5 月 唐松常盤町社宅２棟火災　525㎡焼失、罹災５世帯

昭和 51 年 5 月 幌内奔幌内町社宅１棟全焼、１棟半焼延　340㎡焼失

昭和 51 年 8 月 和田巌氏消防本部次長兼署長に就任

昭和 51 年 8 月 消防長　藤本義雄氏退職

昭和 51 年 9 月 消防長事務取扱市助役に林幸男氏就任

昭和 51 年 11 月 消防団が北海道知事表彰旗を受賞

昭和 51 年 12 月 救急自動車１台（日産キャラバン）日本自動車工業会より寄贈を受ける。

昭和 52 年 3 月 幾春別町１丁目店舗併用住宅１棟全焼、１棟半焼、１棟部分焼　延327㎡焼失

昭和 52 年 5 月 第１回市民防火の集いを開催する。

昭和 52 年 6 月 消防本部及び消防署の機構３係を５係に改正

　総務係、予防係、警防係を総務係、予防係、指導係、警防第１係、警防第２

係に改定する。

昭和 52 年 7 月 東清住町公営住宅火災　１名焼死

昭和 52 年 8 月 弥生橘町三笠興産作業所半焼　延847㎡焼失

昭和 52 年 11 月 消防指令車１台更新（三菱ステ－ションワゴン）

昭和 53 年 1 月 救急指令装置設置（日本電気ＦＰ201型指令装置）

昭和 53 年 4 月 三笠市防火管理安全協会設立（会員　１部会115名、２部会34名）

昭和 53 年 11 月 消防吏員待機宿舎　若松町10番地に１棟２戸新築
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昭和 53 年 12 月 幸町11番地事務所　344㎡焼失

昭和 54 年 7 月 小木信義氏消防長に就任

昭和 54 年 12 月 消防吏員待機宿舎　幸町４番地に１棟２戸新築

昭和 54 年 12 月 年間火災発生件数最少記録達成（９件）

昭和 55 年 3 月 消防ポンプ自動車１台購入（日野K－KＬ525Ｄ）

昭和 55 年 3 月 堤町道央ボード株式会社工場　405㎡焼失

昭和 55 年 4 月 消防本部及び消防署の機構を一部改正

　消防本部及び消防署の機構、総務係、予防係、指導係、警防第１係、警防第

２係を消防本部は、総務係、指導係、保安係、警防係に、消防署は、予防第１

係、予防第２係、警備第１係、警備第２係に改正する。

　消防署分室を幌内分遣所、第１出張所を幾春別分遣所、第２出張所を唐松出

張所に改正する。

昭和 55 年 4 月 消防団の分団名称を改正

　第１分団、第２分団、第３分団、第４分団、第５分団、第６分団をそれぞれ

幾春別分団、弥生分団、唐松分団、三笠分団、幌内分団、岡山分団に改正する

昭和 55 年 4 月 宮本町480番地倉庫併用共同住宅半焼　延398㎡焼失　罹災12世帯

昭和 55 年 10 月 幌内中央町寮全焼　延390㎡焼失

昭和 55 年 11 月 消防吏員待機宿舎　幸町４番地に２棟３戸新築

昭和 55 年 11 月 消防ポンプ自動車１台購入（いすゞＬ－ＴＬＤ44・01299919）

昭和 56 年 8 月 前線と台風による豪雨災害発生。総雨量371ｍｍ

昭和 56 年 11 月 消防ポンプ自動車１台購入（三菱ＣＤ－Ⅰ）

昭和 56 年 12 月 年間火災発生件数最少記録達成（６件）

昭和 57 年 2 月 消防団が日本消防協会長表彰（竿頭綬）を受賞

昭和 57 年 3 月 消防本部・消防団が消防庁長官表彰（竿頭綬）を受賞

昭和 57 年 3 月 唐松緑町383番地の５、家具工場インテリアこいずみ全焼　延1,122.6㎡焼失

昭和 57 年 8 月 消防長　小木信義氏退職

昭和 57 年 9 月 和田巌氏消防長に就任

昭和 57 年 9 月 全道共通波無線装置設置

昭和 57 年 10 月 消防吏員待機宿舎　幸町４番地に１棟２戸新築

昭和 57 年 11 月 堤町339番地、家具工場道央ボード株式会社全焼　延1,928㎡焼失

昭和 57 年 12 月 消防広報車購入（トヨタハイエース・スーパーロング）

昭和 58 年 3 月 救急自動車１台、日本損害保険協会より寄贈を受ける。

昭和 58 年 6 月 村本丈尋氏消防本部次長兼消防署長に就任

昭和 58 年 7 月 消防団長　坂野由松氏退任

昭和 58 年 8 月 小林幸太郎氏消防団長に就任

昭和 59 年 5 月 三笠市少年消防クラブ発足

昭和 59 年 5 月 三笠市少年消防クラブ指導委員会を設立

昭和 59 年 9 月 消防創設100年記念式典挙行

昭和 60 年 11 月 水槽付消防ポンプ自動車１台購入（日野Ｐ－ＦＤ17ＢＡ型）

昭和 60 年 12 月 消防署幌内分遣所廃止

昭和 60 年 12 月 弥生分団詰所新設（弥生市民センターに併設）

昭和 60 年 12 月 救助工作車１台購入（三菱Ｐ－ＦＫ416ＥＤ）

昭和 61 年 7 月 消防団長　小林幸太郎氏退任

昭和 61 年 8 月 五十嵐兵守氏消防団長に就任

昭和 61 年 9 月 消防査察車１台購入（スズキジムニー）

昭和 61 年 10 月 消防ポンプ自動車１台購入（ＣＤ－Ⅰ型、いすゞＰ－ＮＫＲ58Ｅ２Ｎ）

昭和 62 年 3 月 幌内分団詰所新設（幌内市民センターに併設）

昭和 62 年 3 月 消防本部・消防団が消防庁長官表彰（表彰旗）を受賞

。 
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昭和 62 年 6 月 和田巌氏民生部長に就任

昭和 62 年 6 月 小島晋氏消防長に就任

昭和 62 年 7 月 焼死者火災10年間「ゼロ」達成

昭和 62 年 10 月 小型動力ポンプ付水槽車１台購入（日野Ｐ－ＦＳ630ＢＰ）

昭和 62 年 11 月 消防指令車１台購入（トヨタランドクルーザー）

昭和 63 年 4 月 唐松青山町108番地幌内炭鉱（株）機械修理工場全焼　1,255㎡焼失

昭和 63 年 7 月 唐松分団詰所新設（唐松市民センターに併設）

昭和 63 年 7 月 職員定数66名を53名に改める。

昭和 63 年 9 月 弥生花園町28番地一般住宅火災　１名焼死

昭和 63 年 10 月 救助資器材一式購入

昭和 63 年 10 月 北海道救急医療情報システムの導入

昭和 63 年 12 月 岡山分団詰所新設（岡山市民センターに併設）

平成 元 年 3 月 超短波無線電話機一式更新（基地局１基、移動局15基）

平成 元 年 5 月 三笠市幼年消防クラブ設立（保育所及び幼稚園９施設374人）

平成 元 年 10 月 消防ポンプ自動車１台購入（ＣＤ－Ⅰ型、三菱ふそうキャンター）

平成 元 年 12 月 173日間無火災記録達成

平成 2 年 3 月 災害弱者緊急通報システム運用開始〔通報装置（災害弱者宅）120世帯〕

平成 2 年 6 月 193日間無火災記録達成

平成 2 年 10 月 水槽付ポンプ自動車１台（日産ディーゼルコンドル）、日本損害保険協会より

寄贈を受ける。

平成 2 年 10 月 災害弱者緊急通報システム通報装置（災害弱者宅）80世帯増設

平成 2 年 12 月 消防広報車１台購入（トヨタハイエースＴ－ＲＺＨ124Ｂ－ＺＲＭＤＳ）

平成 2 年 12 月 年間火災発生件数最少記録達成（１件）

平成 3 年 1 月 215日間無火災記録達成

平成 3 年 4 月 唐松緑町402番地２北炭幌内炭鉱（株）所有旧工場が焼失し負傷者４名

平成 3 年 5 月 三笠市少年消防クラブ指導委員会を三笠市幼少年婦人防火委員会に名称変更す

る。

平成 3 年 6 月 三笠市幼少年婦人防火委員会に財団法人日本防火協会より防火広報車１台の寄

贈を受ける。（日産キャラバン）

平成 3 年 10 月 桂沢国有林岩見沢林班176車両火災　１名焼死

平成 3 年 11 月 消防団活性化総合整備事業実施

（消防団無線機器・安全装備品・災害防ぎょ資器材購入）

平成 4 年 3 月 三笠分団詰所新設（三笠市民センターに併設）

平成 4 年 3 月 唐松出張所・幾春別分遣所廃止

平成 4 年 3 月 幾春別消防センター（幾春別町１丁目318番地）落成

平成 4 年 4 月 消防本部及び消防署の機構を全部改正

　消防本部４係を３課６係に改正

　総務係、指導係、保安係、警防係を総務警防課（総務係、警防係）予防課

　（予防係、保安係）生活安全センター（生活安全防災係、交通係）に改正

　消防署に副署長を２名置き係を改正

　予防第１係、予防第２係、警備第１係、警備第２係を警備１係、警備２係

　救急通信１係、救急通信２係に改正

平成 4 年 4 月 職員定数53名を52名に改める。

平成 4 年 4 月 消防団員定数150名を130名に改める。

平成 4 年 6 月 三笠市消防団鳶の会設立（会員24名）

平成 4 年 6 月 消防本部庁舎改修

平成 4 年 6 月 消防査察車１台購入（日産ＡＤワゴン）

平成 4 年 9 月 201日間無火災記録達成
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平成 4 年 10 月 三笠藤幼稚園幼年消防クラブに財団法人日本防火協会より鼓笛隊セット

（40人分）の寄贈を受ける。

平成 4 年 11 月 除雪用ホイールローダ１台購入（コマツＷＡ30-5、幾春別消防センター配置）

平成 5 年 6 月 消防団で女性消防団員10名採用

平成 5 年 11 月 高美町458番地公営住宅火災　１名焼死

平成 6 年 1 月 幸町８番地公営住宅火災　１名焼死

平成 6 年 3 月 消防緊急通信指令施設（指令装置、支援情報検索処理装置）更新

平成 6 年 3 月 消防長　小島晋氏退職

平成 6 年 3 月 消防団長　五十嵐兵守氏退任

平成 6 年 4 月 村本丈尋氏消防長に就任

平成 6 年 4 月 杉田忠正氏消防本部次長兼消防署長に就任

平成 6 年 4 月 白川明男氏消防団長に就任

平成 6 年 12 月 三笠分団と幌内分団を統合し三笠分団となる。

平成 6 年 12 月 いちきしり705番地養畜舎火災　1,126㎡焼失

平成 7 年 2 月 唐松町１丁目物置火災　１名焼死

平成 7 年 7 月 雨量情報システムの導入

平成 7 年 9 月 救急自動車１台、北海道共済農業共同組合連合会より寄贈を受ける。

平成 7 年 10 月 216日間無火災記録達成

平成 7 年 11 月 化学車消防ポンプ自動車１台購入（Ⅱ型、日野ライジングレンジャー）

平成 7 年 12 月 防火対象物に係る表示公表制度を実施

平成 8 年 2 月 雪害対策本部設置

平成 8 年 4 月 職員定数52名を50名に改める。

平成 8 年 4 月 三笠市婦人防火クラブ設立（会員74名）

平成 8 年 5 月 交通死亡事故ゼロ1,000日達成

平成 8 年 8 月 三笠市消防本部消防職員委員会に関する規則の公布

平成 8 年 10 月 三笠市消防本部消防職員委員会を設置

平成 9 年 4 月 村本丈尋氏市立三笠総合病院事務局長に就任

平成 9 年 4 月 杉田忠正氏消防長に就任

平成 9 年 4 月 稲岡勝義氏消防本部次長兼消防署長に就任

平成 9 年 4 月 職員定数50名を49名に改める。

平成 9 年 11 月 除雪用ホイールローダ１台購入（ＴＣＭ805型　消防署配置）

平成 10 年 4 月 職員定数49名を47名に改める。

平成 10 年 9 月 気象観測装置更新

平成 11 年 4 月 職員定数47名を46名に改める。

平成 11 年 8 月 幾春別栗丘町56番地火災　1名焼死

平成 12 年 1 月 萱野92番地物置火災　1名焼死

平成 12 年 3 月 消防長　杉田忠正氏退職

平成 12 年 4 月 稲岡勝義氏消防長に就任

平成 12 年 4 月 宇野政美氏消防本部次長兼消防署長に就任

平成 12 年 12 月 高規格救急自動車（トヨタハイメディック）及び高度救命処置用資機材等購入

平成 13 年 2 月 高規格救急自動車運用開始

平成 13 年 2 月 雪害対策本部設置

平成 13 年 4 月 幾春別出張所を幾春別分遣所に改正

平成 13 年 7 月 全道消防操法訓練大会、小型ポンプの部優勝（三笠分団員６名出場）

平成 13 年 7 月 消防団長　白川明男氏退任

平成 13 年 8 月 岡村武夫氏消防団長に就任

平成 13 年 10 月 消防ポンプ自動車１台購入（ＣＤ－Ⅰ型、日野デュトロ）

平成 14 年 4 月 職員定数46名を45名に改める。
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平成 15 年 4 月 職員定数45名を42名に改める。

平成 15 年 4 月 作佐部康則氏消防署長に就任

平成 16 年 3 月 幾春別分遣所の職員配置を停止（幾春別分団に４月から管理業務を委託）

平成 16 年 3 月 消防長　稲岡勝義氏退職

平成 16 年 3 月 消防本部次長　宇野政美氏退職

平成 16 年 4 月 作佐部康則氏消防長に就任

平成 16 年 4 月 冨田照男氏消防署長兼消防本部総務予防課長に就任

平成 16 年 4 月 消防本部及び消防署の機構の一部を改正

　消防本部３課６係を２課４係に改正

　総務警防課（総務係、警防係）予防課（予防係、保安係）生活安全センター

　（生活安全防災係、交通係）を総務予防課（総務係、予防係）生活安全セン

　ター（生活安全防災係、交通係）に改正

　消防署に課長を置き４係を２課４係に改正

　警備１係、警備２係を警防課（警防係、警備係）に救急通信１係、救急通信

　２係を消防課（消防係、救急係）に改正

平成 16 年 4 月 職員定数42名を38名に改める。

平成 16 年 4 月 消防団員定数130名を115名に改める。

平成 16 年 4 月 幾春別中島町288番地公営住宅火災　１名焼死

平成 16 年 5 月 幾春別中島町285番地公営住宅火災　１名焼死

平成 16 年 9 月 台風18号暴風被害により消防職、団員44名出動

平成 16 年 9 月 予防査察車１台購入（トヨタハイエースバン４ＷＤ）

平成 17 年 4 月 職員定数38名を36名に改める。

平成 18 年 3 月 消防長　作佐部康則氏退職

平成 18 年 4 月 冨田照男氏消防長に就任

平成 18 年 4 月

平成 18 年 4 月 職員定数36名を34名に改める。

平成 18 年 4 月 消防署の機構の一部を改正

　消防署２課４係を１課２係に改正

　消防課（消防係、救急係）、警防課（警防係、警備係）を消防課（消防係、

　警防係）に改正

平成 18 年 5 月 弥生桜木町山林火災　756ａ焼失

林野火災対策本部設置

平成 18 年 12 月 救助工作車（日野レンジャー）及び救助資機材等購入

平成 19 年 1 月 多賀町11番地雑居ビル火災　420㎡焼失

平成 19 年 6 月 職員定数34名を33名に改める。

平成 19 年 6 月 消防本部の機構の一部を改正

　生活安全センター２係を１係に改正

　交通係、生活安全防災係を交通防災係に改正

平成 20 年 3 月 青山町旧北炭幌内炭鉱跡地で排気立坑事故及び排気立坑周辺地盤崩落事故発生

　幅56.6ｍ×奥行42.1ｍ×深さ19.4ｍ陥没

平成 20 年 8 月 三笠市防災訓練実施（参加503名）

平成 20 年 10 月 指揮広報車１台購入（トヨタハイラックスサーフ）

平成 21 年 3 月 消防ポンプ自動車１台購入（ＣＤ－Ⅰ型、いすゞエルフ）

平成 21 年 3 月 消防長　冨田照男氏退職

平成 21 年 4 月 長谷川浩二氏消防長に就任

平成 21 年 7 月 消防団長　岡村武夫氏退任

平成 21 年 8 月 岡孝行氏消防団長に就任

平成 21 年 10 月 小型動力ポンプ付き水槽車１台購入（Ⅱ型、日野プロフィア）
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平成 22 年 2 月 消防ポンプ自動車１台購入（ＣＤ－Ⅱ型、日野レンジャー）

平成 22 年 10 月 愛の鐘放送設備（遠隔起動装置）更新

平成 22 年 10 月 高規格救急自動車（トヨタハイメディック）及び高度救命処置用資機材等購入

平成 23 年 2 月 全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）整備

平成 23 年 3 月 榊町460番地公営住宅火災　１名焼死

平成 23 年 3 月 東日本大震災に伴う緊急消防援助隊派遣（宮城県石巻市へ３名派遣）

平成 24 年 1 月 雪害対策本部設置

平成 24 年 3 月 水難救助資器材整備

平成 24 年 3 月 消防長　長谷川浩二氏退職

平成 24 年 4 月 永田徹氏消防長に就任

平成 24 年 9 月 大雨により床上浸水３棟３戸、床下浸水10棟10戸、総雨量249ｍｍ

平成 25 年 3 月 消防救急デジタル無線整備

平成 26 年 4 月 阿部英雄氏消防署長兼消防本部総務予防課長に就任

平成 26 年 10 月 消防通信指令設備（指令台、気象観測装置、地図検索装置、非常順次通報装置、

支援データターミナル）整備

平成 27 年 2 月 本町269番地1住宅火災　１名焼死

平成 27 年 4 月 唐松町２丁目217番地住宅火災　１名焼死

平成 27 年 5 月 永田徹氏教育長に就任

平成 27 年 5 月 阿部英雄氏消防長に就任

平成 27 年 7 月
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〈　位　　　置　〉

〈　人口・世帯数　〉

〈　面積・広ぼう　〉

〈　市勢と消防現勢の比較　〉

４３°２１′２３″

東　経

極　　　　　南

北　緯

４３°０８′２５″

市 勢

　本市は北海道の中央石狩平野の東北部に位置し、隣接する市町村は東南北に、芦別市、夕張市、西

　地勢は東南北を諸山脈に囲まれている盆地で丘陵が多く西方にいたりやや平坦になっている。

　市の中央を貫流している幾春別川はその源を桂沢湖に求め、途中幌内川、市来知川、その他の渓流

南に岩見沢市、北方に美唄市がある。

東　経

と合せて岩見沢にいたっている。この流域は地味豊かで農耕地として経営され、また東南北の大樹林

とともに天恵の大富源地である。

極　　　　　西

北　緯

       ７５１．１世帯

極　　　　　東

　　　９８．９人

人　　　口

９，３９１人

【 位 置 と 地 勢 】

（平成２７年４月１日現在）

消防吏員１人当たり
区　分

市　勢

極　　　　　北

１４１°４８′０７″１４２°０９′５３″

消防団員１人当たり

（平成２７年４月１日現在）

   １，３４１．６人

世　 帯　 数

５，２５８世帯

南　　　北面　　　積 東　　　西

２４．０ｋｍ２９．７ｋｍ３０２．５２ｋ㎡

         ４３．２ｋ㎡

ポンプ自動車等１台当たり

人 口

世 帯 数

面 積

　　　２９３．５人

　　　１６４．３世帯

  　　　  ９．５ｋ㎡   　　　３．２ｋ㎡

　　　５５．４世帯
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位置図変更
消防本部写真変更

－
１

６
－
 

幾春別消防センター 

 弥 生 分 団 
  弥生橘町72番地8 

 幾 春 別 分 団 

  幾春別町1丁目318番地 

三 笠 分 団 
  堤町2番地7 

岡  山  分  団 
  岡山89番地4 

 唐 松 分 団 
  唐松常盤町310番地1 

消 防 団  本  部 
  若松町9番地 

若松町9番地 

幾春別町1丁目318番地 

消 防 本 部 ・ 署 



 係長事務取扱

中 田 圭 二

班 長

渡邊 学

後 藤 馨 毅

菊 地 正

齋 藤 雅 司

班 長

谷 川 誠

西 山 幸 信

阿 部 健 一

班 長

センター長

係 長

主 査

江 川 政 明

千 葉 伸 二

寺 前 輝 義

道 元 信

谷 匠 海

総 務 予 防 課 ４　名

伊 藤 彰 英

署 長 兼 務 予 防 係 係 長

６　名 主 査

消防職員３２名
課長　

（平成２７年７月１日現在）

総 務 係

阿 部 英 雄
生活安全センター 交 通 防 災 係

５　名
消 防 本 部

秋 山 和 則

消 防 署 署 長 消 防 課 ７　名 主 査

警 防 係

消 防 長

係 長 太 田 幸 司

中 川 司

主 査

野 﨑 哲 也

係 長

横 山 久田 川 善 幸

湯 野 朝 臣

黒 田 修 晶
市

長

道 元 信 課長　下 村 義 則 消 防 係

幾春別分団 分 団 長 部 長

西 城 賢 策
６　名

中 野 雅 仁 部 長 班 長

大 村 仁

班 長

部 長

部 長

髙 杉 謙

班 長池 下 且 則

弥 生 分 団 分 団 長

１５名 副分団長

班 長小 野 寺 守

根 本 正 光

部 長

１６名 副分団長
４　名

三 笠 分 団

唐 松 分 団

１３名

分 団 長

石 岡 雄 基

部 長 瀬 川 圭 祐

市 川 照 和

消防団員９５名

団 長
２６名 副分団長

副分団長

消 防 団 本 部

副 団 長 田 尻 勲 副分団長

梅 木 邦 俊
岡 孝 行

部 長

部 長

武 田 悌 一

白 川 貴 弘

班 長

班 長水 嶋 豊

岩 谷 秀 人

井 上 吉 朗

班 長

本 部 長 所 光 雄

部 長中 村 茂 俊
副 団 長 村 井 充

岡 山 分 団

清 水 隆 徳副分団長

【　三　笠　市　消　防　機　構　】

石 井 高 行

女性消防団員 市 原 桂 子 部 長１０名

青 木 正 晴

分 団 長

分 団 長

１１名

豊 田 貴 範

班 長奥 博行

部 長

部 長 班 長

山名千加子副本部長

納 口 秀 則

杉 山 大 輔

横 山 伸 也

染 谷 芳 輝

奥 田 健 司

山口由美子 松 永 郁 子
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